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開町１００年記念特集

開
町
記
念
碑

　

音
更
村
か
ら
分
村
以
来
、
鹿
追
で
は
そ

の
節
目
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
の
行

事
や
式
典
が
行
わ
れ
、
ま
た
記
念
碑
が
建

立
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
は
、
そ
の
時
代
ご
と
の
開
町
記

念
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

開
基
15
周
年
記
念
式
典

　

音
更
村
か
ら
分
か
れ
て
、
鹿
追
村
が
誕

生
し
た
の
は
、
大
正
10
年
４
月
１
日
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
昭
和
10
年
に
開
基
15
周

年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
の
が
、
記
念
行

事
の
最
初
で
、
こ
の
と
き
「
開
村
記
念
日

に
関
す
る
件
」
と
し
て
、
村
議
会
議
案
第

一
号
に
「
表
彰
規
定
」
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

功
績
者
お
よ
び
功
労
者
表
彰
等
の
紹
介

は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
当
時
を
偲
ぶ
も
の

と
し
て
「
節
婦
、
忠
僕
他
徳
行
あ
る
者
」

の
１
項
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
項
は
、
健
全

に
子
供
を
育
て
た
と
し
て
８
男
５
女
お
よ

び
7
男
5
女
と
6
男
6
女
を
育
て
た
ご
夫

婦
が
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富

国
強
兵
の
時
代
を
反
映
し
た
も
の
と
し

て
、
一
家
か
ら
３
人
以
上
軍
隊
に
入
営
し

て
軍
事
訓
練
を
受
け
た
者
（
現
役
お
よ
び

退
役
者
）
を
輩
出
し
た
16
戸
主
が
受
賞
す

る
な
ど
時
代
背
景
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

開
基
30
周
年
記
念
式
典

　

昭
和
25
年
10
月
10
日
、
開
基
30
周
年
記

念
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催
。
と
き
の
村
長

石
塚
長
蔵
氏
は
式
辞
に
「
明
治
35
年
、
山

田
松
次
郎
が
入
地
開
拓
し
た
る
を
初
め
と

し
ま
す
。
和
人
入
地
以
前
は
７
、８
戸
の

ア
イ
ヌ
が
住
居
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
鬱

蒼
た
る
原
始
林
と
広
漠
た
る
原
野
…
…
」

（
一
部
抜
粋
）
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
の
記
念
事
業
で
は
、
各
種
表
彰

の
ほ
か
「
鹿
追
発
祥
之
地
」（
碑
は
語
る

第
１
回
で
紹
介
）
記
念
碑
の
建
立
、
街
角

に
記
念
塔
の
設
置
、「
村
歌
」（
現
鹿
追
町

「
町
歌
」）
の
制
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

開
基
50
周
年
記
念
式
典 

     

　

戦
後
25
年
を
経
た
昭
和
45
年
９
月
１

日
、
産
業
構
造
と
農
業
形
態
の
転
換
期
に

記
念
式
典
を
挙
行
。
当
時
の
町
長
齊
藤
定

治
氏
は
「
開
拓
馬
車
が
ど
う
に
か
通
れ
る

程
度
の
道
路
が
改
良
さ
れ
、
鉄
道
か
ら
自

動
車
輸
送
の
時
代
を
迎
え
、
観
光
開
発
、

生
活
環
境
改
善
、
豊
か
な
酪
農
郷
実
現
に

前
進
…
…
」（
一
部
抜
粋
）と
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
に
は
、
町
旗
の
制
定
、
町
民

憲
章
を
制
定
し
、
記
念
碑
に
は
当
時
農
協

職
員
で
あ
っ
た
高
橋
忠
氏
が
揮き

毫ご
う

。
町
50

年
史
の
編
纂
（
執
筆
川
染
重
氏
）、
記
録

映
画
の
作
製
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
基
70
年
記
念
式
典

　

開
基
70
年
記
念
式
典
は
平
成
２
年
９
月

１
日
、
役
場
庁
舎
前
に
設
置
さ
れ
た
高
さ

８
ｍ
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の

先
端
に
輝
く
、
鹿
追
町
の
町
章
の
も
と
で

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

主
な
行
事
は
、
史
跡
表
示
板
の
作
成
、

町
70
年
史
の
編
纂
（
執
筆
髙
橋
行
夫
氏
）・

発
行
等
を
実
施
。
式
典
に
は
、
当
時
の
岡

役場庁舎　現在

役場庁舎　昭和 5年落成

役場庁舎　大正 10年開庁

　

開
町
百
年
記
念
碑

　

碑　

文

　

　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）
に

開
拓
の
一
歩
を
踏
み
入
れ
、
先
人
た
ち

の
逞
し
い
開
拓
精
神
の
も
と
歴
史
を
刻

み
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
四
月
、

当
時
の
音
更
村
か
ら
分
村
し
、
令
和
二

年
度
は
開
町
百
年
を
迎
え
る
。

　

未
開
の
地
を
切
り
開
き
、
想
像
を
絶

す
る
艱
難
辛
苦
、
困
窮
欠
乏
に
耐
え
た

多
く
の
故
人
や
先
人
の
功
績
を
讃
え
敬

意
と
感
謝
の
思
い
を
新
た
に
し
、
こ
の
偉

業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
鹿
追
町
開
町

百
年
を
記
念
し
て
碑
を
建
立
す
る
。

　
　
　
　
　

令
和
二
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
追
町
長　

喜
井
知
己

開基 70年記念塔

開基 50周年記念碑裏には
町民顕彰が刻まれている

開基 50周年記念碑

記念碑周辺の植樹と清掃

開町 80年記念碑

開基 70年タイムカプセル
建立当時の

開基 30周年記念碑

開基 30周年記念塔
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野
友
行
町
長
が
「
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を

う
け
る
畑
作
農
家
、
酪
農
王
国
と
し
て
優

秀
な
成
果
を
挙
げ
、
全
道
一
の
座
を
得
た

経
営
者
を
輩
出
。
ま
た
商
工
観
光
の
業
績

向
上
と
、『
年
輪
の
村
構
想
』
に
よ
る
文

化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
並
び
に
高
齢
者

に
生
き
が
い
と
心
の
潤
い
を
与
え
る
事
業

な
ど
、
２
本
の
柱
を
軸
に
豊
か
な
町
づ
く

り
を
…
…
」
と
式
辞
を
述
べ
、
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
町
80
年
記
念
碑

　

平
成
12
年
６
月
５
日
、
鹿
追
町
開
町
記

念
事
業
審
議
会
を
開
催
。
当
時
の
𠮷
田
弘

志
町
長
が
開
会
に
当
た
っ
て
「
80
年
の
節

目
に
相
応
し
た
慶
祝
で
、
華
美
を
避
け
質

実
を
旨
と
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

式
典
は
９
月
１
日
に
実
施
、「
活
き
て

生
き
る
町
づ
く
り
」
と
「
花
と
芝
生
の
町

づ
く
り
」
を
基
本
に
協
議
は
進
め
ら
れ
、

こ
の
と
き
、
開
基
記
念
日
条
例
を
開
町
記

　

開
町
１
０
０
年
記
念
碑

　

開
町
１
０
０
年
記
念
碑
は
、
国
民
の
生

活
を
脅
か
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡

大
の
た
め
、
１
年
遅
れ
で
参
加
者
を
制
限

し
令
和
３
年
８
月
、
除
幕
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。　

場
所
は
役
場
旧
庁
舎
跡
に
建
立
。

簡
潔
明
快
に
１
０
０
年
の
歩
み
が
刻
ま

れ
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
に
継
承
す
る

記
念
碑
が
姿
を
現
し
た
の
で
す
。

農
魂
共
生

　

農
業
協
同
組
合
の
始
ま
り

　

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
昭

和
43
年
に
編
集
し
た
「
創
立
20
年
記
念
誌
」

に
初
代
組
合
長
理
事
伊
藤
惣
次
郎
氏
の
稿

が
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
「
農
業
協
同
組
合
も
そ
の
実
質
的
前
身

で
あ
る
産
業
組
合
も
、
そ
の
基
本
的
な
存

立
目
的
は
、
農
村
に
お
け
る
小
生
産
者
で

あ
る
農
民
の
自
衛
手
段
と
し
て
発
展
し
て

き
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
わ
が
鹿

追
産
業
組
合
は
昭
和
３
年
９
月
に
設
立
さ

れ
、
40
年
を
経
過
せ
ん
と
し
て
い
る
。
勿

論
産
業
組
合
と
、
農
業
協
同
組
合
を
混
同

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
農
民
組
織
と

　

結
び
に
あ
た
り

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
」
が
次
々
と

新
型
株
に
変
異
。
国
内
外
の
生
活
環
境

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
追
わ
れ
る

中
、
鹿
追
町
が
開
町
し
て
１
０
０
年
を

迎
え
、
こ
の
節
目
を
記
念
し
て
「
碑
は

語
る
」
特
集
を
連
載
し
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
に
点
在
す
る
碑
に
、
関
わ

り
の
あ
っ
た
人
々
の
心
情
に
触
れ
、
往

時
を
偲
び
、
心
の
継
承
と
未
来
へ
の
指

針
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
が
、
意
の

尽
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。

　

結
び
に
当
り
鹿
追
町
の
永
遠
の
発
展

と
、
町
民
各
位
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

ま
す
と
と
も
に
、
貴
重
な
紙
面
を
頂
き

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
稿
を
終
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹　

言 

開町１００年記念特集

　
　

碑　

文

　

大
雪
山
系
を
背
に
日
高
の
連
山
を
仰
ぎ
見
乍
ら
営
み
を

つ
づ
け
た
本
町
農
業
を
支
え
て
来
た
か
つ
て
の
産
業
組
合

を
源
流
と
す
る
鹿
追
町
農
業
協
同
組
合
が
茲
に
創
立

五
十
年
を
迎
え
た

山
麓
特
有
の
き
び
し
い
自
然
条
件
に
挑
み
苛
酷
な
労
働
に

耐
え
農
業
に
生
き
ん
が
た
め
に
筆
舌
に
つ
く
せ
ぬ
辛
酸
を
な
め

片
や
協
同
運
動
の
理
念
を
体
し
ゆ
た
か
な
農
民
の
暮
し
を
希
い

ひ
た
す
ら
に
心
血
を
注
ぎ
今
日
の
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
た
先
人
先
達

の
不
屈
の
闘
魂
に
あ
ら
た
め
て
敬
虔
な
る
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い

　

現
今
農
業
が
人
類
の
命
を
支
え
環
境
と
平
和
に
貢
献
す
る

生
命
産
業
と
し
て
今
鮮
烈
に
世
に
問
わ
れ
て
い
る
と
き
農
協

組
織
の
果
す
役
割
と
責
任
は
千
金
の
重
み
に
も
勝
る
も
の
が
あ
る

幾
星
霜　

組
合
員
と
共
に
刻
み
つ
づ
け
た
年
輪
五
十
年

多
く
の
先
駆
者
が
残
し
た
歩
み
は
悠
久
の
大
地
に
根
ざ
し
た

本
町
農
業
の
壮
大
な
展
望
と
農
協
運
動
の
限
り
な
い
未
来
を

示
唆
し
て
い
る

魂
を
込
め
た
農
業
で
共
に
生
き
永
遠
に
栄
え
ゆ
く
本
町
農
業

で
あ
り
た
い
と
の
万
感
の
思
い
を
後
世
の
人
々
に
託
し
こ
の

碑
を
建
立
す
る

　
　
　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

佐
藤　

茂

念
日
と
改
め
、
環
境
美
化
宣
言
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
13
年
10
月
２
日
、「
鹿
追
発
祥
の

地
」
の
碑
に
隣
接
し
て
「
開
町
80
年
記
念

碑
」
を
建
立
。
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
関

係
者
多
数
が
参
加
し
て
除
幕
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
開
拓
想
い
出
の
会
」
の
会

員
に
よ
っ
て
桜
や
つ
つ
じ
が
植
樹
さ
れ
、

剪
定
や
周
辺
清
掃
を
毎
年
続
け
碑
を
守
っ

て
い
ま
す
。

　

碑
の
全
形
は
、
牛
の
体
型
を
模
造
。
畜
産
の
繁

栄
を
希ね

が
い
、
球
形
は
畑
作
の
豊
穣
、
上
部
の
鳩
は

鹿
追
町
農
業
の
悠
久
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

碑
文
に
続
い
て
沿
革
が
あ
り
ま
す
。

　
　

沿　

革
（
一
部
抜
粋
）

昭
和
二
十
六
年
十
月　

東
京
事
務
所
・
小
樽
出
張
所
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
八
年
閉
鎖
）

昭
和
二
十
八
年
五
月　

五
千
万
円
の
損
失
金
発
生　

組
合
員

　
　
　
　
　
　
　

 

負
担
に
よ
る
再
建
を
決
議

昭
和
三
十
九
年
四
月　

ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
農
機
具

　
　
　
　
　
　
　

 

車
両
整
備
工
場
の
設
置

昭
和
四
十
四
年
三
月　

協
同
会
社
（
有
）
鹿
追
協
同
運
輸
設
立

昭
和
五
十
三
年
五
月　

畑
作
共
済
制
度
施
行

平
成　

四　

年
四
月　

呼
称
を
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
に
統
一

平
成　

五　

年
四
月　

農
作
業
受
委
託
事
業
本
格
ス
タ
ー
ト

し
て
大
き
な
血
の
つ
な
が
り
を
見
出
す
も

の
で
あ
る
」
と
。（
一
部
抜
粋
）

　

昭
和
16
年
12
月
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入

す
る
と
農
業
生
産
統
制
令
が
公
布
さ
れ

「
農
業
会
」
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
19
年
に

は
「
食
糧
生
産
供
出
体
制
」
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
、
終
戦
と
な
り
連
合
軍

か
ら
農
民
解
放
司
令
が
発
せ
ら
れ
、
昭
和

22
年
農
業
協
同
組
合
法
が
公
布
。
昭
和
23

年
３
月
「
鹿
追
村
農
業
協
同
組
合
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
に
つ
い
て
「
創
立
30
周
年
記

念
誌
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
由
民
主
化
｜
農
民
の
期
待
担
い
新
組

合
誕
生
！

愈
々
創
立
の
日
が
近
づ
き
ま
し
た
。『
こ

の
日
こ
そ
農
民
の
た
め
民
主
的
な
本
村
農

業
協
同
組
合
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
役
員
選

挙
の
行
わ
れ
る
大
事
な
日
で
す
』」（
以
下

省
略
）。

　

創
立
50
周
年
記
念
碑
「
農
魂
共
生
」
に

は
、
人
類
の
生
命
維
持
に
貢
献
す
る
責
務

と
「
手
間
換
え
」
や
共
同
作
業
に
よ
る
「
助

け
合
い
」
の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
た
農

業
の
根
源
に
触
れ
、
パ
イ
オ
ニ
ア
魂
が
永

遠
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
心
情
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

碑
の
下
部
に
あ
る
円
形
の
空
間
か
ら

は
、
未
来
か
ら
の
光
明
が
差
し
込
ん
で
い

る
か
の
よ
う
で
す
。

鹿追農協旧店舗

Ａコープ鹿追店

鹿追農協旧本所

鹿追農協現本所

た
か
は
し 

ゆ
き
お

　
（
１
９
２
７
年
生
）

　

30
代
か
ら
郷
土
史

に
興
味
を
持
ち
、
町

内
外
の
資
料
の
記

録
、
収
集
を
重
ね
る
。

そ
の
豊
富
な
知
識
で
「
鹿
追
町
70
年
史
」
の
編

さ
ん
執
筆
作
業
に
当
た
る
。
本
特
集
「
碑
は
語

る
」
全
18
回
へ
資
料
を
提
供
。
鹿
追
町
郷
土
史

研
究
会
顧
問
と
し
て
現
在
も
精
力
的
に
活
動
す

る
。
平
成
６
年
勲
五
等
瑞
寶
章
受
章
。

髙
橋　

行
夫
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10 月 22 日、町民ホールにおいて、町内の高齢者を対象とし
たスマホよろず相談が開催されました。

人と人とのつながりを、もっと簡単に大切に

高齢者×スマートフォン

　老人会などを対象に各公民館
でも出前講座を行っています。
今年度分の受付はすでに終了し
てしまいましたが、来年度には
再度講座の受付を行う予定です。
　お問い合わせは上記係まで。
お気軽にお電話ください。

企画課  企画係（☎︎ 66•4032）

公民館での講座

数
年
後
に
は
ガ
ラ
ケ
ー
が

使
え
な
く
な
る
？

　

今
で
は
老
若
男
女
、
多
く
の
人

が
所
有
し
て
い
る
携
帯
電
話
。
そ

の
多
く
は
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
主
に
ガ
ラ
ケ
ー
で
使
用

さ
れ
て
い
る
３
Ｇ
と
呼
ば
れ
る
通

信
回
線
。
実
は
こ
の
回
線
、
数
年

後
に
終
了
す
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
？ 

各
携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ

て
終
了
時
期
は
異
な
る
も
の
の
、

高
齢
者
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
も

し
く
は
４
Ｇ
対
応
の
ガ
ラ
ケ
ー
の

所
有
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
未
来
が

も
う
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、「
ス
マ
ホ
は
難
し

い
」「
変
な
ボ
タ
ン
を
押
す
の
が

怖
い
」「
や
り
か
た
が
わ
か
ら
な

い
」。
と
い
っ
た
お
悩
み
を
解
決

す
る
た
め
、
町
で
は
株
式
会
社
ヒ

グ
マ
（
飛
岡
抗
代
表
取
締
役
）
と

連
携
し
、
町
内
の
老
人
会
や
高
齢

者
学
級
な
ど
の
団
体
を
対
象
に

「
ス
マ
ホ
よ
ろ
ず
相
談
」
を
開
催
。

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
高
齢
者
学

級
・
白
寿
大
学
で
は
、
多
く
の
参

加
者
が
実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
触
れ
な
が
ら
、
使
い
方
を
学
び

ま
し
た
。

※ガラパゴスケータイの略。主にプッシュ式のダイヤルボタンがついたタイプの携帯電話をさす。

※

▲上然別寿会 ▲上然別寿会

▲上幌内寿クラブ

mishika の登録も行いました
お知らせメール・登録者数1000人突破！

　今年８月からリリースした町公式アプリ「mishika」。
お知らせメール・LINE も合わせるとリリースから 3 ヶ
月で 1000 人以上の方にご登録いただいています。
　アプリでは防災無線の内容を確認できることから、講座参加者からも
自分のスマホに入れたい！との声が多くあがり、講座内においてアプリ
の登録を行いました。

実
際
に
使
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
こ
と

　

講
座
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
ガ
ラ
ケ
ー
を
比
較
し
、
機
能
の

違
い
を
学
び
ま
し
た
。
続
い
て
電

源
の
入
れ
方
や
、
写
真
の
撮
り
方
、

地
図
の
見
方
な
ど
を
習
得
。
同
社

の
飛
岡
博
江
・
三
宅
秀
典
講
師
か

ら
、
一
人
一
人
て
い
ね
い
に
使
い

方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
撮
影
で
は
、
画
質
の
綺
麗
さ

や
画
面
の
見
や
す
さ
に
驚
き
の
声

が
あ
が
り
、
互
い
に
撮
影
し
あ
う

様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
図
機
能
の
使
い
方
講
座
で
は
、

現
地
点
か
ら
目
的
地
ま
で
の
距
離

や
ル
ー
ト
を
調
べ
た
り
、
近
く
の

建
物
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
を
受
け
た
参
加
者
か
ら
、

「
思
っ
た
よ
り
使
い
や
す
く
画
面

が
大
き
く
て
見
や
す
か
っ
た
」「
一

人
だ
と
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
け

ど
教
え
て
も
ら
う
機
会
が
あ
る
と

あ
り
が
た
い
」「
何
回
か
使
わ
な

い
と
忘
れ
る
の
で
ま
た
や
っ
て
ほ

し
い
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
他
の
機

能
も
知
り
た
い
」
と
い
う
前
向
き

な
声
が
あ
が
っ
て
い
た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
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▼ 
第
９
回
環
境
美
化
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰　

　
　
（
鹿
追
町
表
彰
）

【
小
学
生
の
部
】

　
◆
最
優
秀
賞

　
　
矢
萩　
紀
伊　
　
　
（
鹿
追
小
５
年
）

　
◆
優
秀
賞

　
　
伊
東　
紡
季　
　
　
（
鹿
追
小
６
年
）

　
　
西
垣　
美
緒　
　
　
（
鹿
追
小
５
年
）

　
　
濱
口　
　
萠　
　
　
（
鹿
追
小
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

　
◆
最
優
秀
賞

　
　
中
野　
　
結　
　
　
（
鹿
追
中
１
年
）

　
◆
優
秀
賞

　
　
渡
辺　
あ
ゆ　
　
　
（
鹿
追
中
１
年
）

　
　
三
坂　
陽
菜　
　
　
（
鹿
追
中
２
年
）

　
　
星
野
黑
ひ
ば
り　
　
（
瓜
幕
中
２
年
）

　
　

信
は
、
内
外
と
も
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
日
の
式
典
に
あ
た
り
町
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
鹿
追
に
根

を
お
ろ
し
、
心
温
か
な
人
間
性
を
育
ん

で
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
次
第
で
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
受
賞
者
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
、
同
席
上
に
お
い
て
、
鹿
追
町
文
化

連
盟
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
３
年
に
１
度
の
環

境
美
化
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ

る
年
で
、
入
賞
し
た
小
中
学
生
８
人
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
喜
井
知
己
町
長
、
吉
田
稔
町

議
会
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
文
化
賞
を
受
賞
し
た
鹿
追

町
文
化
連
盟
木
嶋
伸
一
副
理
事
長
が「
関

　

11
月
3
日
、「
令
和
３
年
度
鹿
追
町
文

化
祭
記
念
式
典
」（
町
教
委
主
催
）
が
町

民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
開
式
に
あ
た
り
、
大
井
和
行

教
育
長
が
「
夢
と
生
き
が
い
を
持
ち
、

未
来
を
き
ず
く
人
づ
く
り
『
誰
も
置
い

て
い
か
な
い
生
涯
学
習
を
目
指
し
て
』

を
基
本
理
念
に
生
涯
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
町
民
の
高
い
学
習
意
欲
と
地
域

文
化
の
創
造
と
継
承
へ
の
志
は
強
く
、

各
文
化
施
設
を
拠
点
と
す
る
文
化
の
発

係
す
る
皆
さ
ん
や
会
員
の
協
力
が
あ
り

充
実
し
た
活
動
が
で
き
た
。
今
後
も
精

進
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
昨
年
に
続
き
今
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
町
民
文
化
祭
芸
能
発
表
は
開

催
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
各
受
賞
者
な
ら
び
に
事
績
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）

ー
令
和
３
年
度 

鹿
追
町
文
化
祭
記
念
式
典 

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係 

☎ 

66
・
３
３
０
０

術
・
文
化
の
功
績
を
顕
彰

芸
式辞を述べる大井和行教育長

祝辞を述べる喜井知己町長

　

７
歳
の
こ
ろ
か
ら
書
道
を
は
じ
め
、

書
道
歴
は
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

間
、
様
々
な
書
道
展
に
出
展
す
る
と
と

も
に
、「
大
雪
山
国
立
公
園
扇
ヶ
原
展
望

台
」
の
石
碑
揮き

ご
う毫

や
「
北
海
道
ホ
テ
ル
」

へ
題
字
を
提
供
す
る
な
ど
精
力
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
書
道
展
の
審
査
会
員

や
書
道
研
究
団
体
「
奎け

い
り
ん嶙

会
」
の
事
業

部
長
を
務
め
る
な
ど
、
町
内
外
を
問
わ

ず
書
道
文
化
の
振
興
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
、
書
道
文
化
の
普
及
・
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

鹿
追
町
文
化
連
盟
賞

　
（
鹿
追
町
文
化
連
盟
表
彰
）青

木　
夏
美

　

昭
和
59
年
に
鹿
追
四
季
の
会
に
入
会

以
来
、
町
民
文
化
祭
、
各
種
俳
句
大
会

へ
の
参
加
、
十
勝
俳
誌
「
柏
林
」
に
毎

月
投
句
す
る
ほ
か
、
句
集
「
螺
湾
藤
」

を
発
刊
し
、
俳
句
の
普
及
活
動
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

森
住　
陽
子

　

平
成
２
年
に
鹿
追
短
歌
会
に
入
会
以

来
、
詠
草
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
町
民

文
化
祭
へ
の
出
品
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目

線
で
の
作
品
づ
く
り
で
文
藝
誌
へ
投
稿

す
る
な
ど
、
短
歌
の
普
及
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
連
盟
常
任
理
事
や
神
田

日
勝
記
念
美
術
館
友
の
会
役
員
を
務
め

る
な
ど
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

矢
萩　
悦
子

　
昭
和
61
年
に
鹿
追
短
歌
会
に
入
会
以

来
、
詠
草
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
町
民

文
化
祭
へ
の
出
品
、
他
に
も
俳
句
や
エ
ッ

セ
ー
な
ど
の
多
方
面
か
ら
文
藝
誌
へ
投

稿
す
る
な
ど
、
短
歌
の
普
及
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
の
事
務
局
や
文
化
連
盟
常

任
理
事
を
務
め
る
な
ど
文
化
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

鹿
追
町
文
化
連
盟
特
別
賞

　
（
鹿
追
町
文
化
連
盟
表
彰
）大

月　
峰ほ
う
と
し紀

（
紀
子
）

　

平
成
３
年
、
大
正
琴
体
験
講
座
を
開

設
。
同
年
木
村
流
大
正
琴
し
ゃ
く
な
げ

会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
以
後
毎
月
２

回
の
教
室
を
開
催
す
る
他
、
町
民
文
化

祭
お
よ
び
各
種
行
事
の
出
演
指
導
を
行

う
な
ど
大
正
琴
の
普
及
と
本
町
の
文
化

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

鹿
追
町
文
化
奨
励
賞

大
正
琴　
し
ゃ
く
な
げ
会

　

平
成
３
年
８
月
に
木
村
流
大
正
琴

し
ゃ
く
な
げ
会
と
し
て
設
立
。
毎
月
２

回
の
教
室
を
開
催
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
技
術
の
向
上
等
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

秋
ま
つ
り
、
町
民
文
化
祭
、
女
性
ま

つ
り
に
参
加
・
協
力
を
し
て
い
る
ほ
か
、

敬
老
会
や
も
み
じ
工
房
10
周
年
記
念
式

な
ど
に
も
出
演
を
す
る
な
ど
、
会
員
相

互
の
技
術
の
向
上
、
本
町
の
大
正
琴
文

化
の
普
及
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
林　
聖せ
い
ほ
う鳳

（
徹
）

▼ 

鹿
追
町
文
化
賞

鹿
追
町
文
化
連
盟

　

昭
和
35
年
４
月
に
創
立
し
、
令
和
２

年
に
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、

文
化
講
演
会
や
記
念
事
業
の
開
催
な
ど

各
種
事
業
を
実
施
さ
れ
、
ま
た
加
盟
団

体
に
対
す
る
指
導
助
言
を
行
う
な
ど
、

鹿
追
町
の
文
化
の
振
興
の
た
め
に
尽
力

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
に
は
北
海
道
文
化
団

体
協
議
会
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、

本
町
の
文
化
の
普
及
・
発
展
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鹿追町文化祭記念式典
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私
た
ち
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な

か
で
お
金
を
払
っ
て
も
の
を
買
っ
た

り
、
使
っ
た
り
、
食
べ
た
り
、
あ
る

い
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
経
済
学
用
語
で
「
消
費
生

活
」
と
い
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変

化
と
と
も
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
形
態
は
店
舗
だ
け
で
な
く
、
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
通
信
販
売
な
ど
多
様
化
し
、

ま
た
、
支
払
方
法
も
現
金
や
電
子
マ

ネ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
選

択
肢
が
増
え
、
私
た
ち
の
消
費
生
活

は
と
て
も
便
利
に
な
っ
た
と
い
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
消
費
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
付
け
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

￥

消費に関する
トラブルに注意！

　
今
回
は
、毎
月
掲
載
し
て
い
る
「
暮

ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識
」
の
拡
大
版

と
し
て
、
最
近
増
え
て
い
る
事
例
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
定
期
購
入
の
相
談
事
例

　
北
海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
を
参
考
に
、

解
決
方
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
発
送
済
み
は
返
品
不
可
？

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
事
業
者
に
連
絡
し

た
と
こ
ろ
、「
広
告
に
は
定
期
購
入

で
あ
る
こ
と
と
、
発
送
予
定
日
の
10

日
前
ま
で
に
申
し
出
る
と
解
約
が
で

き
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
す
で

に
発
送
し
た
商
品
の
返
品
は
受
け
付

け
な
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　
交
渉
の
余
地
は
？

　

相
談
者
の
主
張
と
広
告
の
表
示
が

分
か
り
に
く
い
な
ど
の
問
題
点
を
セ

ン
タ
ー
か
ら
事
業
者
に
伝
え
て
交
渉

し
た
と
こ
ろ
、
事
業
者
か
ら
「
定
期

購
入
だ
と
分
か
ら
な
か
っ
た
と
主
張

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
は
返
品
を

受
け
入
れ
る
。
送
料
は
自
己
負
担
で
、

宅
配
便
な
ど
で
返
品
し
て
ほ
し
い
」

と
提
案
が
あ
り
、
相
談
者
は
こ
れ
に

応
じ
て
返
品
を
し
ま
し
た
。

　
解
決
し
ま
し
た
が
…

　
こ
の
件
で
は
、
こ
ち
ら
側
の
主
張

に
事
業
者
が
歩
み
寄
る
こ
と
で
解
決

に
至
り
ま
し
た
が
、
本
来
で
あ
れ
ば

事
業
者
が
決
め
た
「
返
品
特
約
」
に

従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
く
耳
に

す
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
、

通
信
販
売
に
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
返
品
特
約
を
確
認

　

通
信
販
売
を
利
用
す
る
際
は
、
事

前
に
必
ず
返
品
特
約
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
洋
服
や
靴
等
の
衣

料
品
の
場
合
「
不
良
品
以
外
の
返
品

は
受
付
不
可
」
と
事
前
に
返
品
特
約

に
定
め
ら
れ
て
い
た
場
合
、「
サ
イ

ズ
が
合
わ
な
い
」「
色
や
素
材
感
が

①サイトに記載されている所在地や連絡先を確認する
②文章に不審な点がないか確認する
③品揃えや金額に不審な点がないか確認する
④通信が暗号化されているか確認する
⑤返品方法を確認する
⑥支払い方法について確認する

ネット通販ではクーリングオフ
制度が適用されません！下記に
気をつけて購入しましょう。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ  

　  

知
識
拡
大
版

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係　
☎
66
・
４
０
３
４

豆

イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」
と
い
っ
た
自
己

都
合
が
理
由
で
の
返
品
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
返
品
特
約
」
が
定
め
ら

　
１
カ
月
前
の
話
で
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
に
健
康
食

品
が
お
試
し
価
格
５
０
０
円
と
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

「
定
期
購
入
」
の
表
示
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
注
文
を
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
数
日
前
、
も
う
１

度
同
じ
商
品
が
届
き
、
そ
の
中
に

商
品
代
金
４
０
０
０
円
の
振
込
用

紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
お
試
し

で
１
回
限
り
の
注
文
を
し
た
だ
け

で
定
期
購
入
契
約
を
し
た
つ
も
り

は
な
い
の
で
、
２
回
目
に
届
い
た

商
品
を
返
品
し
、
代
金
を
払
い
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か
。

（
50
代
女
性
）

　
広
告
表
示
の
仕
方

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

て
商
品
を
購
入
す
る
通
信
販
売
は
、

特
定
商
取
引
法
で
広
告
規
制
が
あ

り
、
事
業
者
の
名
称
や
住
所
、
電
話

番
号
、
商
品
の
価
格
、
返
品
の
可
否

や
返
品
で
き
る
場
合
の
条
件
な
ど
を

消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
の
購
入
が
２
回
以
上

継
続
す
る
、
い
わ
ゆ
る
定
期
購
入
契

約
の
場
合
に
は
、
申
込
画
面
や
確
認

画
面
上
に
定
期
購
入
で
あ
る
旨
と
金

額
、
商
品
の
引
き
渡
し
の
回
数
、
商

品
代
金
の
総
額
等
の
条
件
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
小
さ
い
字
で
記
載
あ
り

　
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
付
け
た

時
点
で
の
広
告
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
定
期
購
入
で
あ
る
旨
の
表
示
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
文
字
と
比

較
し
て
小
さ
く
、
分
か
り
や
す
い
表

示
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

相
談
者
に
も
確
認
を
し
ま
し
た

が
、
申
し
込
み
を
し
た
際
の
広
告
に

は
定
期
購
入
の
表
示
は
な
か
っ
た
と

思
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

こんな相談も・・・
　インターネットなどの通信販売については、先述した事例のほかにも「解
約したいが事業者に電話がつながらない」「商品代金が無料だから注文をした
のに、後日同じ商品が大量に送られてきた上に数万円の高額
な請求を受けている」という相談も寄せられています。
　これは、１袋分の商品を無料とする条件として２回目以降
は数カ月分（数十袋）をまとめて購入するというもので、金
額も毎月購入するよりも高額になっています。

■ 確認と記録で回避
　商品を注文する際には、申し込みの最終画面で定期購入が条件となってい
ないか、条件となっている場合はその期間や支払うこととなる総額などの契
約内容についてしっかり確認しましょう。
　また、解約や返品ができる場合の条件や事業者への連絡方法もよく確認し、
申し込みの最終画面を印刷したり、スクリーンショットを保存したりするこ
とで、契約内容を記録しておくと良いでしょう。

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
商
品
を
受
け

取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
に
限

り
、
消
費
者
が
送
料
を
負
担
す
る
こ

と
で
返
品
が
可
能
で
す
。
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コ
ロ
ナ
社
会
の
今
で

も
、
悪
質
な
訪
問
販
売
事

業
者
は
生
き
延
び
て
い
ま

す
。

　

自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
、
玄
関
先
に
「
訪
問

販
売
お
断
り
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
り
ま
し
ょ
う
。

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

買
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

自
分
で
書
い
た
張
り
紙
で

も
効
果
は
同
じ
で
す
。

　
「
お
断
り
」
の
意
思
表

示
を
し
て
い
る
家
を
訪
問

し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
北

海
道
消
費
生
活
条
例
に
違

反
し
ま
す
。
昨
年
秋
に
は
、

札
幌
の
事
業
者
が
業
務
停

止
命
令
を
受
け
て
処
罰
さ

れ
ま
し
た
。

　

販
売
員
は
プ
ロ
で
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
た

ら
、
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
身
を
守
る
た

め
、
鹿
追
の
く
ら
し
を
守

る
た
め
、「
お
断
り
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
勧
め
し

ま
す
。

「
訪
問
販
売
お
断
り
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー

は
効
果
て
き
め
ん

訪問販売・買取などの
訪問をお断りします

消
費
生
活
相
談
員　

上か
み
む
ら
ま
さ
こ

村
正
子 

さ
ん　

札
幌
市
在
住

18 歳 から成人！
消費者相談は高齢者に限った問題ではありません。
若者の消費生活相談も増えています。

令和４年 4 月から成人年齢が 18 歳に引き下げられ、親の同意がなくても契約でき
るようになります。これまで未成年取消権が適用されていた 18 歳、19 歳の方は、
より一層の注意が必要です。トラブルを回避するためにも、今のうちから契約に関
する知識を身に付けましょう。

女　性

若者の商品・サービス別上位相談件数（2020 年）
若者の相談では、インターネットや美容関連の相談が上位に。
20 歳未満のオンラインゲームに関する相談も増加しています。

15 〜 19 歳
❶ 健康食品（2894 件）
❷ デジタルコンテンツ（506 件）
❸ 商品一般（392 件）

20 〜 24 歳
❶ 健康食品（1941 件）
❷ デジタルコンテンツ（1677 件）
❸ 脱毛エステ（1228 件）

25 〜 29 歳
❶ 賃貸アパート（1771 件）
❷ 健康食品（1368 件）
❸ 商品一般（1090 件）

消費者相談窓口
トラブルに遭った場合は、次の機関でご相談を受け付けています。事案の発
生後、速やかに相談することで、解決につながる場合がありますので、1人
で悩まずにまずは相談しましょう。（相談無料）

①北海道立消費生活センター
　☎ 050-7505-0999
　　（平日 9：00-16：30）

②消費者ホットライン
　☎ 188
　　（平日 8：30-17：15）

　平日は鹿追町役場商工観光課につ　
　ながります。

　　（土日祝日 10：00-16：00）
　※年末年始除く
　土日祝日は国民生活センターにつ
　ながります。

③全国消費生活相談協会（札幌）
　☎ 011-612-7518
　　（土曜のみ 13：00-16：00）

④鹿追町役場商工観光課
　☎ 0156-66-4034
　　（平日 8：30-17：15）

⑤特設相談窓口
   （消費生活相談員が来町します）
年４回、消費生活相談員による町内相
談窓口を開設しています。広報しかお
いの「暮らしに役立つ豆知識」や、防
災無線放送で日時をご案内しますので
ご利用ください。

次回相談日は、

12 月 8 日（水）
午前 11時から午後 1時 30分まで
トリムセンターで行います。

消費生活相談員の上村正子さんが相談
をお受けします。

　

電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
し
て

の
詐
欺
が
大
流
行
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
の「
電
子
マ
ネ
ー
」

は
、
カ
ー
ド
に
現
金
を
チ
ャ
ー

ジ
す
る
物
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

取
扱
い
し
て
い
ま
す
。
各
店

の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
厚
紙
が

陳
列
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の

厚
紙
が
「
プ
リ
ペ
イ
ド
式
電

子
マ
ネ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
物

で
す
。
厚
紙
を
買
い
、
ペ
リ

ペ
リ
っ
と
め
く
っ
た
り
、
コ

イ
ン
で
こ
す
る
と
暗
証
番
号

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
犯
人
は
、
被
害
者
に

こ
の
厚
紙
を
買
わ
せ
て
暗
証

番
号
を
聞
き
出
す
の
で
す
。

暗
証
番
号
を
他
人
に
伝
え
て

し
ま
う
と
、
こ
の
厚
紙
は
、

た
だ
の
厚
紙
に
な
り
ま
す
。

　

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ

た
ら
、
こ
の
「
プ
リ
ペ
イ
ド

式
電
子
マ
ネ
ー
」（
厚
紙
）
の

現
物
を
見
る
こ
と
か
ら
行
動

し
て
下
さ
い
。

　

現
物
を
見
た
ら
、「
ニ
ュ
ー

ス
で
や
っ
て
い
た
の
、
こ
れ

か
」
と
知
識
が
定
着
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
は
地
続
き
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
お
金
を
守

る
知
識
を
獲
得
し
ま
し
ょ
う
。

ニ
ュ
ー
ス
で「
架
空
請
求
詐
欺
に
電
子

マ
ネ
ー
が
使
わ
れ
た
」っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？

新
得
警
察
署
鹿
追
駐
在
所　

所
長 

押お

し

の

み

野
見
祐ゆ

う
じ司 

さ
ん　

町
内
在
住

男　性
15 〜 19 歳
❶ 脱毛剤（935 件）
❷ 健康食品（799 件）
❸ オンラインゲーム（659 件）

20 〜 24 歳
❶ デジタルコンテンツ（1402 件）
❷ 商品一般（1078 件）
❸ 賃貸アパート（1056 件）

25 〜 29 歳
❶ 賃貸アパート（1646 件）
❷ 結婚式（985 件）
❸ 商品一般（954 件）

※ PIO-NET に登録された消費生活相談情報（2021 年 3 月 31 日までの登録分）

市販されているプリペイドカード
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鹿
追
町
の
公
平
委
員
に
福
井
博
幸
さ
ん

鹿
追
町
の
公
平
委
員
に
福
井
博
幸
さ
ん

が
任
命
さ
れ
ま
し
た

が
任
命
さ
れ
ま
し
た

総
務
課 

総
務
係

　

10
月
1
日
、
役
場
に
お
い
て
「
鹿
追

町
公
平
委
員
会
委
員
任
命
式
」
が
行
わ

れ
、
福
井
博
幸
さ
ん
に
辞
令
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
会
と
は
地
方
公
共
団
体
職

員
の
給
与
や
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置

要
求
に
対
し
て
、
審
査
・
判
定
を
行
い

公
正
な
人
事
行
政
を
行
う
機
関
の
こ
と

で
、
委
員
の
任
期
は
４
年
間
、
議
会
の

同
意
を
得
て
町
長
が
選
任
を
行
い
ま
す
。

　

福
井
さ
ん
は
、
平
成
17
年
10
月
か
ら

４
期
に
わ
た
り
本
町
の
公
平
委
員
と
し

て
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
適
正
な
人
事

権
の
保
障
や
確
立
に
努
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
再
び
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
追
茶
道
会
が
十
勝
文
化
団
体
協
議
会

鹿
追
茶
道
会
が
十
勝
文
化
団
体
協
議
会

文
化
奨
励
賞
を
受
賞

文
化
奨
励
賞
を
受
賞

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

　

10
月
３
日
、
士
幌
町
に
お
い
て
「
十

勝
文
化
団
体
協
議
会
文
化
賞
等
授
賞

式
」（
同
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、

文
化
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
鹿
追

茶
道
会
へ
同
協
議
会
か
ら
文
化
奨
励
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
８
日
に

は
、
同
会
を
代
表
し
井
上
ユ
キ
子
会
長

が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
大
井
和
行
教

育
長
に
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
昭
和
44
年
に
創
立
、
令
和
２

年
に
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
間
、

成
人
記
念
式
典
や
町
民
文
化
祭
な
ど
の

町
内
各
種
行
事
へ
の
参
加
を
通
じ
、
茶

道
の
普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

樋
口
幸
子
さ
ん
に
北
海
道
社
会
貢
献
賞

樋
口
幸
子
さ
ん
に
北
海
道
社
会
貢
献
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た

が
贈
ら
れ
ま
し
た

保
健
福
祉
課 

福
祉
係

　

10
月
11
日
、「
北
海
道
社
会
貢
献
賞

表
彰
」の
伝
達
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
、

喜
井
町
長
か
ら
樋
口
幸
子
さ
ん
に
賞
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

樋
口
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
現
在

ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、
民
生
・
児
童

委
員
と
し
て
住
民
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
生
活
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
地
域
全
体
の
福
祉
増
進
の
た
め

の
活
動
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
や
行
政
を
は
じ
め
適
切

な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
と
の
架
け
橋
と
し

て
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
本
町
の
福
祉

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
た
た
え

ら
れ
、
こ
の
た
び
受
賞
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

最
新
の
救
急
資
機
材
を
搭
載
し
た
特
殊

最
新
の
救
急
資
機
材
を
搭
載
し
た
特
殊

救
急
自
動
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た

救
急
自
動
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た

鹿
追
消
防
署  

救
急
係

　
10
月
20
日
、
鹿
追
消
防
署
に
お
い
て

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
が
納
車
さ

れ
、
こ
れ
に
伴
い
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
導
入
さ
れ
た
救
急
自
動
車
両

は
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
た
も

の
で
、
車
内
に
は
心
電
図
や
脈
拍
数
を

表
示
す
る
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー

や
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
、
酸
素
・

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
高
度
救
命
資
機
材

を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
予
備
の

救
急
車
１
台
と
合
わ
せ
た
２
台
体
制
で

消
防
力
の
強
化
を
図
り
、
救
急
要
請
に

対
応
し
ま
す
。

・
事
業
費　
　
　
　
　

４
１
８
０
万
円

（
う
ち
補
助
金　
　
　

１
５
０
０
万
円
）

地域の見守りや各種行事などに参加協力さ
れ社会福祉の向上に努められています

受賞の喜びを大井教育長に報告する井上会
長（中央）、尾上文連事務局長（左）

お知らせ掲示板
担当課・係から ひとこと

喜井町長から辞令書を手渡された福井博幸
さん（中央）

新車両は然別湖とくちびる山をイメージし
た赤と水色のラインが特徴です

今
日
の
給
食
デ
ザ
ー
ト
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

今
日
の
給
食
デ
ザ
ー
ト
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

町
酪
農
振
興
会
が
提
供

町
酪
農
振
興
会
が
提
供

農
業
振
興
課 

畜
産
係

　

10
月
20
日
、鹿
追
町
酪
農
振
興
会（
河

原
崎
孝
一
会
長
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
約
８
２
０
個
を
町
長
に
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
か
ら
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
提

供
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
乳
製
品
の
消
費
低
迷
を
受
け
、

昨
年
に
続
き
２
回
目
。
町
で
生
産
さ
れ

る
生
乳
の
ほ
と
ん
ど
が
よ
つ
葉
乳
業
株

式
会
社
十
勝
主
管
工
場
に
搬
入
、
製
品

化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
同
社
製
造
の

「
北
海
道
濃
厚
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
さ
し
い

甘
さ
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
同
日
、
こ
ど
も
園
、

地
域
保
育
所
・
小
・
中
学
校
の
給
食
で

そ
れ
ぞ
れ
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
研
修
生
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ

産
業
研
修
生
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た

ま
し
た

農
業
振
興
課  

農
政
係

　

10
月
22
日
、
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
「
令
和
３
年
度
鹿
追
町
産
業

研
修
生
修
了
式
」（
町
主
催
）
が
行
わ

れ
、
修
了
生
３
人
へ
喜
井
知
己
町
長
か

ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
生
は
９
人
で
５
ヶ
月

か
ら
約
１
年
に
わ
た
り
町
内
受
け
入
れ

事
業
者
の
も
と
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
11
月
か
ら
は
新
た
な
仲
間
を
迎
え

賑
や
か
な
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
平
成
10
年
に
開
始
。
農
業

の
担
い
手
確
保
や
、
農
村
と
都
市
の
人

的
交
流
、
農
業
技
術
な
ど
の
習
得
支
援

を
目
的
に
研
修
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
ま

で
の
23
年
間
で
２
２
０
人
が
修
了
し
て

い
ま
す
。

島
原
半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

島
原
半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク  

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課 

推
進
係

　

10
月
30
日
、
町
内
に
お
い
て
「
島
原

半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特

徴
と
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
会
」（
町

主
催
）
が
行
わ
れ
、
38
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
同
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

前
事
務
局
次
長
の
大
野
希
一
さ
ん
。
国

内
外
の
火
山
の
調
査
研
究
に
精
通
し
て

い
ま
す
。
長
崎
県
・
雲
仙
普
賢
岳
と
と

も
に
、
人
と
火
山
の
共
生
を
目
指
し
て

い
る
同
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
つ
い

て
、
参
加
者
に
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

か
ら
、
地
域
の
魅
力
作
り
に
つ
い
て
事

例
を
紹
介
い
た
だ
き
、
講
演
後
は
活
発

な
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
気
な
産
業
ま
つ
り
の
開
催
を
願
い
応

元
気
な
産
業
ま
つ
り
の
開
催
を
願
い
応

援
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

援
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

農
業
振
興
課 

農
政
係

　

11
月
12
日
、
役
場
に
お
い
て
「
町
ふ

る
さ
と
産
業
ま
つ
り
関
連
事
業
者
応
援

金
の
贈
呈
式
」（
町
ふ
る
さ
と
産
業
ま

つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、

喜
井
知
己
同
実
行
委
員
長
か
ら
参
加
事

業
者
を
代
表
し
て
、
有
限
会
社
び
っ
く

り
寿
司
上
嶋
幹
雄
代
表
取
締
役
に
商
工

共
栄
会
と
Ｊ
Ａ
鹿
追
で
発
行
す
る
商
品

券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
の
農
畜
産
物
や
特
産
品
の
普
及
促

信
の
た
め
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
町

ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
昨
年
に
続
き
今
年
も
中
止
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
出
店
者
の
皆
さ
ん
に

来
年
は
元
気
に
出
店
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

喜井町長にヨーグルトを手渡す河原崎
会長（左）

鹿追町での経験と思い出、仲間との絆を
財産に次のステップへ

多くの人や組織が連携し持続可能な地域社
会を目指すことが必要と話す大野さん

左から石田副実行委員長、上嶋代表取締役、
喜井実行委員長、木幡副実行委員長
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Town's topics

まちの話題

　

10
月
28
日
、「
令
和
３
年
度
第
１
回
喜
井
町
長
カ

フ
ェ
ト
ー
ク
」（
町
主
催
）
を
、
町
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
平
成
館
の
応
接
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
ト
ー
ク
は
「
喜
井
町
長
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
制
度
」
の
ひ
と
つ
で
、
こ
の
日
は
午
後
１
時
か

ら
午
後
５
時
の
日
程
の
中
、
全
て
の
時
間
帯
で
ご

予
約
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

光
回
線
の
進
捗
具
合
や
公
共
施
設
の
活
用
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
提
案
や
町
の
施
策
へ
の
質
問
な
ど

６
人
の
方
が
訪
れ
懇
談
。
喜
井
町
長
は
一
人
一
人

と
向
き
合
い
、
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
町
長
と
話
す
機
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
ま
た
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」「
全
て
の

質
問
に
答
え
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

喜井町長ちょっと教えて喜井町長ちょっと教えて
カフェトークで町づくりの疑問解消カフェトークで町づくりの疑問解消

　

11
月
６
日
、
開
町
１
０
０
年
記
念
事
業
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
鹿
追
の
歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
（
全

２
回
）」（
町
主
催
）
が
町
郷
土
史
研
究
会
（
植
田

博
会
長
）
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
昨
年
７
月
か
ら
広
報
し
か
お

い
で
連
載
さ
れ
て
い
る
特
集
「
碑
は
語
る
」
の
連

動
企
画
と
し
て
開
催
。
１
回
目
の
こ
の
日
は
「
瓜

幕
方
面
・
然
別
湖
編
」
で
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

瓜
幕
小
学
校
や
通
明
小
学
校
、
乳
牛
感
謝
之
碑
、

大
島
亮
吉
顕
彰
碑
、
然
別
湖
畔
に
建
立
さ
れ
た
記

念
碑
を
巡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
、
植
田
会
長
と
髙
橋
行
夫
顧

問
の
お
二
人
。
参
加
者
は
、
記
念
碑
の
建
立
に
ま

つ
わ
る
説
明
と
講
師
の
体
験
談
を
交
え
た
お
話
し

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

碑が語る古の記憶碑が語る古の記憶
鹿追の歴史を巡るバスツアー鹿追の歴史を巡るバスツアー

　

Town's topics

まちの話題
　

11
月
１
日
、
鹿
追
町
役
場
に
お
い
て
「
災
害
時

に
お
け
る
電
動
車
両
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
締

結
式
」
が
行
わ
れ
、
鹿
追
町
と
三
菱
自
動
車
工
業

株
式
会
社
（
加
藤
隆
雄
代
表
執
行
役
社
長
）、
帯
広

三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社
（
鈴
木
修
士
代
表
取

締
役
）、
十
勝
三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社
（
鈴
木

享
代
表
取
締
役
）
の
４
者
が
協
定
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

　

三
菱
自
動
車
工
業（
株
）で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
車
か
ら
直

接
電
気
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
」
を
被
災
地
に
貸
し
出
し
、

医
師
の
移
動
や
被
災
地
の
電
気
供
給
な
ど
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、災
害
発
生
時
に
「
ア

災害時に強い電動車両を派遣支援災害時に強い電動車両を派遣支援
三菱自動車と町が連携協定を締結三菱自動車と町が連携協定を締結

　

ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
」
な
ど
の
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
、
優
先
的
に
派
遣
支
援
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
十
勝
で
は
３
例

目
、
北
海
道
で
は
５
例
目
と
な
り
、
災
害
時
に
は

同
車
両
が
、「
走
る
発
電
機
・
蓄
電
池
」
と
し
て
被

災
地
域
や
避
難
所
で
電
気
供
給
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
協
定
を
事
前
に
結
ぶ
こ
と
で
、

最
も
電
力
が
必
要
で
あ
る
災
害
発
生
初
期
に
本
町

と
同
社
と
の
連
絡
や
要
請
に
か
か
る
時
間
ロ
ス
を

減
ら
し
、
速
や
か
な
車
両
の
貸
与
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

同
車
両
は
、
満
充
電
か
つ
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン

に
し
た
状
態
で
、
エ
ン
ジ
ン
で
の
発
電
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
携
帯
電
話

な
ど
の
情
報
機
器
や
、
洗
濯
機
・
電
子
レ
ン
ジ
な

ど
の
電
化
製
品
に
か
か
る
電
力
を
約
10
日
分
ま
か

な
う
こ
と
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
12
月
に
発

売
さ
れ
る
新
型
ア
ウ
ト
ラ
ン
ダ
ー
は
最
大
約
12
日

分
の
電
気
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

喜
井
町
長
は
「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
。３
年
前
に
起
き
た
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
の
際

に
は
、
電
力
の

確
保
が
大
変

だ
っ
た
。
こ
の

協
定
で
少
し
で

も
町
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
安
全

に
繋
が
れ
ば
嬉

し
い
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

照明や防災ラジオなどに給電を行うデモ
ンストレーションが行われました

　

10
月
８
日
、「
鹿
追
町
地
域
自
立
支
援
協
議
会
講

演
会
」（
同
協
議
会
主
催
、
白
川
悦
子
会
長
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
開
催
で
、
ご
自
宅

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
難
し
い
方
の
た
め
、
町

民
ホ
ー
ル
で
の
参
加
も
受
け
付
け
、
合
わ
せ
て
約

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
資
格
を
持
ち
、
全
国
で
障
が
い
者
支
援
な
ど
の

活
動
を
す
る
鹿
野
佐
代
子
さ
ん
。「
子
供
や
知
的
障

が
い
者
へ
ど
の
よ
う
に
お
金
の
使
い
方
を
教
え
た

ら
良
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。「
お
金
カ
レ
ン

ダ
ー
」
な
ど
を
活
用
し
視
覚
に
よ
る
お
小
遣
い
管

理
を
実
践
さ
せ
る
な
ど
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
話
し
ま
し
た
。 お小遣いの管理はどうしていますかお小遣いの管理はどうしていますか

家族で学ぶお金の使い方家族で学ぶお金の使い方

　

　

創
立
70
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年

部
（
植
田
憲
明
部
長
）
並
び
に
同
部
創
立
70
周
年

記
念
実
行
委
員
会
（
藤
田
大
和
実
行
委
員
長
）
が

顔
出
し
パ
ネ
ル
を
制
作
し
、
10
月
13
日
に
道
の
駅

し
か
お
い
で
町
へ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
は
中
心
に
同
青
年
部
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
く
て
く
ぅ
」
が
描
か
れ
、
そ
の
両
脇

の
２
人
の
子
供
の
顔
の
部
分
が
く
り
抜
か
れ
、
顔

出
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
子
供
た

ち
や
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
農
業
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
町
で
生
産
さ
れ

る
農
畜
産
物
や
畑
の
風
景
に
加
え
、
遠
く
の
山
並

み
も
一
緒
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
喜
井
町
長
は「
農

業
も
観
光
も
町
の
産
業
と
し
て
大
切
。
パ
ネ
ル
設

置
で
盛
り
上
が
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

くてくぅといっしょに撮影くてくぅといっしょに撮影
道の駅しかおいに顔出しパネル贈呈道の駅しかおいに顔出しパネル贈呈
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干え
と支

の
鹿
追
焼
を
販
売
し
ま
す

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
来
年
の
干
支
（
寅
）
の
焼
き
物

を
限
定（
１
０
０
個
）販
売
い
た
し
ま
す
。

《
価
格・個
数
》①
緋
襷(
ひ
だ
す
き)

（
小
）

よ
う
じ
立
て
３
０
０
円
・
20
個
／
②
緋

襷（
中
）６
０
０
円・30
個
／
③
炭
化（
小
）

よ
う
じ
立
て
５
０
０
円
・
20
個
／
④
炭

化
（
中
）
１
０
０
０
円
・
30
個

《
申
込
み
》12
月
１
日（
水
）～
10
日（
金
）

左
記
問
い
合
わ
せ
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

《
引
渡
し
期
間
》
12
月
13
日
（
月
）
～
17

日
（
金
）

《
引
渡
し
場
所
》
陶
芸
工
作
館
（
鹿
追
窯
）

◆
問
合
せ 

商
工
観
光
課
陶
芸
係
☎
66
・

３
７
３
８

  

通
行
規
制
区
間
へ
の
進
入
は
大
変

  

危
険
で
す

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
冬
に
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か
な

い
道
路
で
は
通
行
止
め
の
規
制
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
通
行
止
め
区
間
へ
侵
入
す

る
と
、
吹
き
だ
ま
り
へ
の
衝
突
や
、
車

の
タ
イ
ヤ
が
雪
に
は
ま
り
動
け
な
く
な

る
な
ど
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
変
危

険
で
す
の
で
指
定
さ
れ
た
迂
回
路
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
道
・
道
道
の
通
行
規
制
の
状
況
は

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
道
の
規
制
状
況
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ 

建
設
水
道
課
土
木
係
☎

66
・
４
０
３
３
ま
た
は
十
勝
総
合
振
興

局
帯
広
建
設
管
理
部
維
持
管
理
課
☎

０
１
５
５
・
26
・
９
２
１
２

  

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

▼
自
衛
官
候
補
生

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子
、
女
子

《
受
付
期
間
》
令
和
４
年
１
月
20
日
（
木
）

ま
で

《
試
験
日
》
令
和
４
年
１
月
26
日
（
水
）・

27
日
（
木
）

▼
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
試
験
）

《
応
募
資
格
》
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

《
受
付
期
間
》
11
月
1
日
（
月
）
〜
令
和

４
年
１
月
14
日
（
金
）
ま
で

《
試
験
日
》
１
次
試
験
：
令
和
４
年
１
月

22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）
／
２
次
試
験
：

【
釧
路
・
美
幌
会
場
】
令
和
４
年
２
月
５

日
（
土
）【
帯
広
会
場
】
令
和
４
年
２
月

６
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
左
記
の
い
ず
れ
か
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

（
帯
広
市
西
５
条
南
14
丁
目
Ｎ
Ｃ
サ
ウ

ス
ビ
ル
）  

☎
・
Ｆ 
０
１
５
５
・ 

23
・

８
７
１
８

   

く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会
を

  

開
催
し
ま
す

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
十
勝
で
活
躍
す
る
10
士
業
と
帯

広
市
建
築
指
導
課
が
タ
ッ
グ
を
組
み
年

に
１
度
、
社
会
貢
献
の
１
つ
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
遺
産
相
続
や
介
護・離
婚・

多
重
債
務
・
建
物
耐
震
問
題
、
相
続
税

対
策
、
老
後
資
金
設
計
な
ど
幅
広
い
分

野
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
が
可
能
な

１
日
と
な
り
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で

す
。

《
日
時
》
令
和
４
年
１
月
８
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

《
場
所
》と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
会
議
室（
帯

広
市
西
４
条
南
13
丁
目
）

《
申
込
締
切
》
12
月
27
日
（
月
）

《
申
込
先
》
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
道
東
支
部
☎

０
１
２
０・
８
７
４・
１
７
２
／
平
日
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
受
付

《
定
員
》
36
組

◆
問
合
せ 

く
ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談

会
実
行
委
員
会
（
帯
広
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
１
５
５
・
67
・
７
３
８
３

鹿追焼（干支）

通行規制情報

募集案内所
E-mail

地本ＨＰ

  

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談
を

  

お
受
け
し
ま
す

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
全
国
の
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め

の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が

ら
せ
、
差
別
な
ど
な
ん
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
相
談
は
無
料
、
匿
名
可
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。）

《
相
談
専
用
電
話
》
０
１
２
０・７
７
１
・

２
０
８

《
受
付
》
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
祝
日
、12
／
29
〜
１
／
３
を
除
く
）

《
そ
の
他
》
こ
の
相
談
事
業
は
、（
公
財
）

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労

働
省
の
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

◆
問
合
せ 

公
益
財
団
法
人 

人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０・７
７
１

・
２
０
８

   

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

▼
12
月
10
日
か
ら
16
日
は
、
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
を
考
え
る
週

間
で
す

《
内
容
》
１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に

か
け
て
多
く
の
日
本
人
が
不
自
然
な
形

で
消
息
を
絶
ち
、
そ
の
中
に
は
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
被
害
者
と
し
て
政
府
が
認

定
し
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
９
月
、
北
朝
鮮
は
長
年
否

定
し
て
い
た
日
本
人
拉
致
を
初
め
て
認

め
、
同
年
10
月
に
５
人
の
拉
致
被
害
者

が
帰
国
し
ま
し
た
。
他
の
被
害
者
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
北
朝
鮮
か
ら
納
得
の

い
く
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　
残
さ
れ
た
被
害
者
た
ち
は
、
今
な
お

自
由
を
奪
わ
れ
、
北
朝
鮮
に
囚
わ
れ
た

ま
ま
の
状
態
で
、
現
在
も
救
出
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
啓
発
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ 

新
得
警
察
署
警
備
係
☎
64
・

０
１
１
０

  

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の

  

教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

▼
公
的
な
融
資
制
度
で
す

《
内
容
》「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家

庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

《
融
資
額
》
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内

《
金
利
》
年
１
・
65
％
／
母
子
家
庭
の
方
な

ど
は
年
１
・
25
％
（
令
和
３
年
11
月
１
日

現
在
）

《
返
済
期
間
》
15
年
以
内
／
母
子
家
庭
の

方
な
ど
は
18
年
以
内

《
そ
の
他
》
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
（「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
ま
た
は
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

◆
問
合
せ 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
７
０・
０
０
８・
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
03
・

５
３
２
１・８
６
５
６

情報BOX
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　鹿追焼は美蔓地区
から出土される良質
な粘土を原料として
います。今回、期間
限 定 の 特 別 価 格 で

「200 個・15 種 類 の
マグカップ」を販売
いたします。この機会に「鹿追焼」の良さを実感し
ていただければ幸いです。たくさんのご来店をお待
ちしています。

日　時　12 月 11 日（土）　
　　　　午前 10 時〜午後 4 時
　　　　※現品がなくなり次第終了
場　所　道の駅しかおい直売店
価　格　1 客 500 円（税込）
問合せ　上記係まで

商工観光課 陶芸係（☎ 66•3738）

鹿追焼「マグカップ市」
1 客 500 円の特別価格！

　これから本格的に始まるスケートシーズンに向
け、スピードスケートの研ぎ方をお教えします。

日　時　12 月７日（火）午後７時
場　所　スポーツセンター
持ち物　スピードスケートの研ぎ台（研ぎ石）一式
　　　　スピードスケート用くつ
募　集　若干数（個別指導となります）
申　込　上記係までお電話ください

社会教育課 スポーツ振興係（☎ 66•3441）

スピードスケート
　　　　　研ぎ方教室

　12 月 4 日から 10 日までの 1 週間は「人権週間」
です。「人権週間」の活動の一環として「特設人権
相談所」を開設します。人権に関する困りごとや悩
みなどについて、地域の皆さまからの相談に応じま
す。相談は無料、事前予約も不要、難しい手続きは
ありません。もちろん、相談内容についての秘密は
守られます。まずはお気軽にご相談ください。

日　時　12 月８日（水）　
　　　　午後 1 時〜午後 3 時
場　所　町民ホール（セミナー A）
相談員　鹿追町人権擁護委員
その他　お問い合わせは下記までご連絡くだ
　　　　さい。
　　　　帯広人権擁護委員協議会事務局
　　　　☎︎ 0155•24•5853

町民課 戸籍年金窓口係（☎ 66•4031）

特設人権相談所を
　　　　　開設します

新型コロナウイルスの感染状況により
内容が変更となる場合があります

イベント情報

マグカップ市

詳細はこちら

第477回【肉製品づくり】
　ソーセージ生地を焼いたシュトゥッガルトを作り
ます。お一人様、１本 500g あたり２本を予定。

日　時　12 月 21 日（火）
　　　　 午前 9 時半〜午後 2 時頃
締　切　12 月 14 日（火）
経　費　1 人あたり 1500 円前後（原材料代他）
対　象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持ち物　筆記用具・長靴（23cm 以下の方）
定　員　8 人まで（先着順）
申　込　上記係まで
次回：【味噌づくり】1 月 14 日（金）予定

農業振興課 農政係（☎ 66•2985）

12 月の加工体験研修

　姉妹都市であるストニィプレイン町と Zoom を
繋ぎ、互いの国の料理を教えていたく好評企画第２
弾！ス町側ペギーさんのタコスレシピは日本語に通
訳されますので、ご自宅からお気軽に参加ください。

日　時　12 月 11 日（土） 午前9時半〜11 時頃
場　所　ご自宅のキッチンにてご参加下さい。
講　師　ペギー・リパートさん / 伊藤明美さん
内　容　ペギー・リパートさん：タコス
　　　　伊藤明美さん：鳥のからあげ
方　法　参加当日になりましたら、オンライ
　　　　ン会議システム Zoom にて ID とパ　
　　　　スワードを入力の上ご参加ください。
申　込　事前申込不要です。先着 100 人限定。
　　　　定員を超えた場合、接続できません。
食　材　右記の QR コードからチラシをご確認
　　　　いただき、記載されている食材をご用
　　　　意下さい。　
　　　　タコシェルは役場企画課でも手に入り
　　　　ますので、ご用意できない場合は事前
　　　　に上記係までご連絡ください。
その他　前半にタコス、後半にからあげを作り
             ます。どちらかだけの参加も OK!「材
             料は揃えられないけど参加してみたい」  
             という方も大歓迎です。

企画課 企画係（☎ 66•4032）

オンライン料理教室
ストニィプレイン町との料理交流！

　クリスマス会に参加し、サンタさんと一緒に楽し
いひとときを過ごしませんか？

日　時　12 月 24 日（金）　
　　　　午前 10 時〜午前 11 時半
場　所　子育て支援センター（こども園内）
対　象　未就学児のお子さんと保護者
　　　　（町内在住）
定　員　５人
内　容　歌・遊戯・ゲーム
締　切　12 月 10 日（金）
申　込　上記係まで

子育て支援課 
子育て支援センター担当係（☎ 66•1165）

クリスマス会のお知らせ
子育て支援センターで楽しいひとときを

Zoom について

参加にはインターネット環境とパソコン・タブ
レット・スマートフォンのいずれかが必要です。
Zoom やパソコンなどの使い方がわからない方
は、お気軽に上記係へお問い合わせください。
ミーティング ID：817 5873 5681
パスコード：217242

※教室当日にうまく参加できない場合は、ピュ
アモルトクラブハウス（☎︎ 69•7122）までご連
絡ください。

材料は

こちらから
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お知らせ
国保病院からの

12月診療の12月診療の
ご案内ご案内

●
総
合
内
科
・
消
化
器
内
科
診
療

 　

担　
　

当
：
林
修
也
院
長

●
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
診
療

　
担　
　

当
：
白
山
真
司
副
院
長

●
眼
科
診
療　

　
12
月
9
日
・
23
日
（
木
）

　

検　
　

査
：
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
：
ひ
か
り
眼
科
院
長

●
泌
尿
器
科
診
療　 

　
12
月
7
日
（
火
）

　

診
療
時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
：
帯
広
協
会
病
院
泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療

12
月
13
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
：
北
斗
病
院
脳
神
経
内
科
部
長

●
形
成
外
科
診
療　

12
月
27
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
循
環
器
内
科
診
療
　

　
　
　
　
　
　
　
12
月
10
日
・
24
日
（
金
）

　

診
療
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

担　
　

当
：
厚
生
病
院
総
合
診
療
科
医
長

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

毎
週
水
曜
日
（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
：
当
院
の
院
長
等
が
対
応

日
5

12

19

26

土
4

11

18

25

金
3

10
循環器内科

17

24
循環器内科

31
（休診）

木
2

9
夜間診療
眼科

16

23
夜間診療
眼科

30

水
1

小児ワクチン

8
小児ワクチン

15
小児ワクチン

22
小児ワクチン

29
小児ワクチン

火

7
泌尿器科

14

21

28

月

6

13
脳神経内科

20

27
形成外科

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

ス
マ
ホ
決
済
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
（
以

下
、ス
マ
ホ
決
済
）と
は
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ひ
と
つ
で
、

ス
マ
ホ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

専
用
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
支
払

方
法
で
す
。
ス
マ
ホ
だ
け
で
買

い
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
反
面
、
管
理
を
誤
る
と
不
正

利
用
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
て
か
ら
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
併
せ
て
、
ス
マ
ホ
決

済
を
利
用
す
る
際
に
注
意
す
べ

き
点
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

商
工
観
光
課(

☎
66
・
４
０
３
４
）

　☎66•2031

　

 

メ
リ
ッ
ト

●
支
払
い
を
早
く
簡
単
に
済
ま
せ
ら

　

れ
る

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
お
ろ
さ
な
く
て

　

済
む

●
支
払
い
履
歴
を
確
認
で
き
る
の
で

　

支
出
管
理
が
簡
単
に
で
き
る

●
審
査
不
要
で
利
用
で
き
る

　

 

デ
メ
リ
ッ
ト

●
電
源
、
通
信
環
境
が
不
可
欠

●
利
用
で
き
る
店
舗
が
限
ら
れ
る

●
初
期
設
定
や
移
行
手
続
き
が
必
要

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
甘
い
と
不
正
利

　

用
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

　

 

注
意
点

●
事
前
に
ス
マ
ホ
、
ア
プ
リ
の
ロ
ッ

　

ク
機
能
を
設
定

●
ト
ラ
ブ
ル
時
の
窓
口
を
確
認

●
ス
マ
ホ
紛
失
時
は
利
用
停
止
の
手

　

続
き

●
便
利
さ
ゆ
え
の
使
い
過
ぎ
に
注
意

12 月 のカレンダー
■未就園児園開放 (子育て支援センター 9:30)■ヌ

プカウシ白寿大学 (町民ホール 10:00）

■認知症VR体験講座 (町民ホール 13:20）

■こころとからだの健康相談会 (トリムセンター

9:00)

■3 ヶ月・4 ヶ月児相談 (トリムセンター 9:30）

■ヌプカウシ白寿大学祭 (町民ホール 9:30）■クリ

スマス会 (子育て支援センター 10:00）■移動図書

館車巡回 (瓜幕団地15:00、瓜幕支所15:20）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）

■はじめましての日（子育て支援センター 13:00）

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）

■ 18 ヶ月児・3 歳児健診・4 歳児フッ素塗布（ト

リムセンター 13:00）

■トランポリンの日（子育て支援センター 10:00）

■女性がん検診（トリムセンター 8:30）■第19回

日勝祭（町民ホール 18:30）

■女性がん検診結果説明会（トリムセンター 9:00）

■女性がん検診結果説明会（トリムセンター 9:00）

■赤ちゃんの日 (子育て支援センター 10:00）■移

動図書館車巡回 (瓜幕団地15:00、瓜幕支所15:20)

■鹿追焼マグカップ市 (道の駅しかおい 10:00)

■第17回ウインターコンサート (町民ホール 13:00)

■おひざだいすき!!(24 ヶ月児対象)(トリムセンター

13:00)■ 24 ヶ月・30 ヶ月児相談 (トリムセンター

13:00）

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）

■シルバー体操教室 (トリムセンター 10:00)■おひ

ざだいすき!!(6 ヶ月児対象)(トリムセンター 13:00)

■6 ヶ月・12 ヶ月児健診 (トリムセンター 13:00）

■道新鹿追エッセー教室 (町民ホール 19:00）

17（金）

18（土）

19（日）

20（月）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）

25（土）

26（日）

27（月）

28（火）

29（水）

30（木）

31（金）

1（水）

2（木）

3（金）

4（土）

5（日）

6（月）

7（火）

8（水）

9（木）

10（金）

11（土）

12（日）

13（月）

14（火）

15（水）

16（木） 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、各種イベント・公共施設の制限や中止・
延期を行っています。今後も諸般の事情に
より行事の日時変更や中止となる場合がご
ざいますので、あらかじめご了承ください。

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）
● マイナンバーカード受取窓口…上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター （☎ 66-1311）
● �トリムセンターでの健康相談  …  随時（事前にご連絡ください）

子育て支援センター（☎ 66-1165）
● 赤ちゃんの日  …  月１回 10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回 13：30 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年 10 回 9：30 〜 11：30

うりまく夢創造館（☎ 67-2111）
● 開館日  …  毎週 木 • 金 • 土曜日 9：00 〜 16：00	

国保病院（☎ 66-2031）
● �診療のお知らせ  …  22 ページに掲載。
● �救急診療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第 2 火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第 1・3 水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。
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●売却・賃貸を希望する「土地・建物」を募集しています！
●「土地・建物」の購入・賃借を希望する方に紹介します！
●上記双方のマッチングをお手伝い！
●中古物件の購入には町の助成制度があります！

空き家・空き地バンクの
登録募集中です！

※町役場が売買・賃貸借に関する交渉や契約について
の仲介を行うことはありませんのでご了承ください。

企画課 企画係☎ 66•4032

①物件所有者が希望する「土地・建物」を登録。

②ご登録物件を町のホームページや役場窓口で公開し
希望者を募集。

③「土地・建物」の購入・賃借希望者から問い合わせ
があった場合、物件所有者に希望者の情報を役場から
連絡。

④物件所有者の了解が得られた場合、希望者に物件所
有者の連絡先をお知らせ。

⑤物件所有者と希望者の間で直接交渉や契約。

※一定条件あり

※所有者情報は公開しません

　登録物件はこちらから！
鹿追町ホームページ

① ②

⑤

③ ④

空
き
家
等
所
有
者

鹿
追
町

空
き
家
等
利
用
希
望
者

令和２年11月１日〜令和３年10月31日までの
住民基本台帳閲覧状況を公表します。
■問合せ　町民課 戸籍年金窓口係　☎ 66•4031

No.
閲　覧

年月月

閲覧した機関などの名称

利用目的の概要
閲覧に係る住民の範囲

（条件・地域）実施機関
調査委託機関

代表者氏名

１
令和３年

５月 18 日

自衛隊帯広地方

協力本部

陸上自衛隊高等工科学

校生徒の募集事務

平成18年4月2日から

平成19年4月1日生ま

れの男子32人

鹿追町全域

※「住民基本台帳の一部の写し」の閲覧制度
　住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成18年11月1日施行）により「誰でも閲覧を請求
できる」から「住民基本台帳法に規定された活動を行うためにのみ閲覧の申請をすることがで
きる」という個人情報保護に十分留意し制限を設けた制度へ改正されました。これにより、 住
民基本台帳の一部（氏名・生年月日・性別・住所）の写しは、公用、公益性が高いと認められ
る場合に限り閲覧が認められることになりました。なお、閲覧者の請求状況については、毎年
１回以上公表することが規定されています。

住民基本台帳閲覧状況
公表します

国民年金

町民課 戸籍年金窓口係

Information

社会保険料控除を受けるために

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書は大切に保管を！

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分
自
身
の
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
）
を
納
め

た
と
き
、
ま
た
は
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族

の
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
を
納
め
た
と
き

に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
（
所
得
税
及
び
住

民
税
の
算
定
基
礎
と
な
る
所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
）
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

「
社
会
保
険
料

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
控
除

証
明
書
」
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

証
明
書
」
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
領
収
証
書

な
ど
保
険
料
を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
に
「
社
会
保
険
料
控
除

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

い
つ
送
付
さ
れ
る
の
？

　
■
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
保
険
料
を
納
め
た
方

　
令
和
３
年
10
月
25
日
か
ら
11
月
上
旬
に
か

け
て
順
次
発
送
さ
れ
ま
す
。

■
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
め
た
方

　
令
和
４
年
２
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

13
カ
月
以
上
前
納
さ
れ
た
方
の
控
除

　

13
カ
月
以
上
の
前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
１
つ
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
１
）
全
額
を
納
付
し
た
年
に
控
除
す
る
方
法

届
い
た
各
年
の
控
除
証
明
書
は
切
り
離

さ
ず
に
、
全
部
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
を
各

          

年
に
控
除

届
い
た
各
年
の
控
除
証
明
書
の
う
ち
令

和
３
年
分
を
切
り
離
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

お
手
続
き
・
問
合
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

▼ 

帯
広
年
金
事
務
所

（
☎
０
１
５
５-

65-

５
０
０
１)

▼ 

役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
窓
口
係

（
☎
66-
４
０
３
１
）

ご相談・お問い合わせ

年金加入者ダイアル
0570-003-004
『050』から始まる電話で

おかけになる場合は、

03-6630-2525

月〜金曜日 
　午前 8 時 30 分
第２土曜日 
　午前 9 時 30 分〜午後４時
※祝日・12/29 〜 1/3 を除く

受付時間

▼ハガキ版

▶
Ａ
４
版
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ミライ

企画課企画係
☎ 66•4032

　

鹿
追
町
が
取
り
組
む
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」紹
介
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
最
後
の
１
つ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
番
号
⑰

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

　
　
　

目
標
を
達
成
し
よ
う
」

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
「
多
様
な
主
体

と
協
力
関
係
を
築
き
、
持
続
可
能
な

世
界
を
構
築
し
て
い
く
」
と
い
う
目

標
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
、
カ
ナ
ダ
・
ス
ト
ニ
ィ
プ

レ
イ
ン
町
と
昭
和
60
年
８
月
に
姉
妹

提
携
を
締
結
し
、
交
換
留
学
生
の
派

遣
や
受
け
入
れ
、
鹿
追
高
校
生
の
カ

ナ
ダ
短
期
留
学
な
ど
を
持
続
的
に
行

い
、
令
和
２
年
に
は
姉
妹
提
携
35
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
・
輩
出
や
世
界
の
多
様
な

文
化
や
価
値
観
を
学
ぶ
英
語
教
育
の

充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
神
輿
会
の
民
間

交
流
か
ら
始
ま
っ
た
台
東
区
と
の
「
特

定
分
野（
産
業
・
環
境
分
野
）に
お
け
る

連
携
協
定
・
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
、
相
互
交
流
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
・
出
店
、
子
供
の
派
遣
・

受
け
入
れ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
か
ら
は
、
北
海
道

十
勝
地
域
及
び
東
京
都
台
東
区
・
墨
田

区
の
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

民
間
と
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、

一
般
社
団
法
人
帯
広
青
年
会
議
所
と

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結

し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
つ
い
て
の
協
力
体
制

を
構
築
す
る
ほ
か
、
鹿
島
建
設
株
式
会

社
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
柱
と
し
て
「
ス
マ
ー

ト
ソ
サ
エ
テ
ィ
構
想
連
携
協
定
」
を
締

結
。
同
協
定
で
は
、
町
の
課
題
解
決
を

共
有
し
な
が
ら
次
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
構
想
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
や
自
営
線
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

　

公
共
施
設
経
営

③
地
域
の
防
災
・
減
災
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

④
公
共
交
通
や
町
民
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　

ョ
ン
を
図
る
地
域
の
ス
マ
ー
ト
化

⑤
地
域
産
業
振
興

今回のテーマ

SDGsSDGs鹿追のSDGs

ジ
オ
パ
ー
ク
的
写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト　

番
外
編

　
　
　
　
　
　
　

   

六
華
の
雪
結
晶

　
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
は
雪
の
結
晶
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ
で

あ
る
凍し

ば

れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。

全
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見

て
み
る
と
、
地
形
や
地
質
を
元
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
で
す
。
そ
の

中
で
雪
の
デ
ザ
イ
ン
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
ま

た
、
鹿
追
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト
は
、

場
所
で
は
な
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
紹
介
す

る
番
外
編
で
す
。
題
材
は
ず
ば
り
、
と
か

ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
よ

う
な
雪
結
晶
。
雪
結
晶
の
分
類
で
は
樹
枝

六
華
と
呼
ば
れ
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
１
～
３

㎜
程
度
の
も
の
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

時
に
は
１
㎝
近
く
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
雪
の
結
晶
形
は
、
結
晶
が
成
長
す
る

上
空
の
温
度
と
水
蒸
気
の
状
況
で
決
ま
り

ま
す
。
樹
枝
六
華
は
上
空
の
気
温
が
氷
点

下
15
℃
前
後
で
、
水
蒸
気
が
多
い
と
き
に

よ
く
現
れ
ま
す
。
上
空
を
調
べ
る
の
は
難

し
い
で
す
が
、
地
表
の
気
温
が
氷
点
下
５
℃

程
度
ま
で
下
が
っ
た
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
も
う
ひ
と
つ
大
切
な
の
は
、
風
が
弱

い
こ
と
で
す
。
風
が
静
か
な
雪
の
日
は
結

晶
が
壊
れ
ず
に
舞
い
降
り
て
き
ま
す
。

　

写
真
は
、
色
の
濃
い
下
地
が
あ
る
と
形

が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
黒
い
布
な

ど
で
雪
を
受
け
る
な
ら
、
融
け
な
い
よ
う

外
で
よ
く
冷
や
し
て
お
く
と
よ
い
で
す
。

コ
ー
ト
の
上
や
手
す
り
な
ど
に
積
も
っ
た

も
の
も
狙
い
目
で
す
。
し
ん
し
ん
と
雪
が

降
る
日
、
ぜ
ひ
撮
影
に
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。　
　
　

■
問
合
せ
：
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

HP

玄関タイルに積もった雪

このページは、とかち広域消防局 鹿追消防署が発行した原文のまま掲載しています。
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健幸福祉のページ
保健福祉課（トリムセンター内）

☎ 66・1311 F66・1818

ふ しくけんこう

Houkatsu 認知症サポーター養成講座を開催しました
包
括
ケ
ア
係

　

鹿
追
町
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
１
人
で
も
増
や
し
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知

症
の
方
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
で

の
支
援
活
動
が
期
待
さ
れ
、
お
よ

そ
90
分
の
養
成
講
座
を
受
講
す
る

だ
け
で
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
講
終
了
後
に
は「
サ
ポ
ー

タ
ー
カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

受
講
希
望
の
方
は
、
ト
リ
ム
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

Ｑ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
何
を
す
る
の
？

Ａ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
理

解
を
も
ち
、地
域
や
職
域
で
「
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対

し
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を

す
る
人
」
の
事
で
す
。

Ｑ
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド

と
は
ど
ん
な
も
の
で

す
か
？

Ａ
カ
ー
ド
は
養
成
講
座
受
講

の
証
で
す
。

　
　

認
知
症
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

は
オ
レ
ン
ジ
。
明
る
さ
や
苦
痛

を
和
ら
げ
る
と
い
う
意
味
が
含

ま
れ
、
人
々
の
支
え
合
い
を
表

現
し
た
色
で
す
。
ま
た
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ロ
バ

は
、
急
が
ず
一
歩
一
歩
進
ん
で

い
こ
う
！
と
い
う
意
味
を
込
め

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す

る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
高
齢
者
の
方
の
相
談

窓
口
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

鹿
追
高
校
で
養
成
講
座
を
開
催

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
講
し

ま
せ
ん
か
？

　

10
月
26
日
、
鹿
追
高
校
２
・

３
年
生
66
人
を
対
象
に
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

講
座
内
容
は

高
齢
者
の
特
徴

物
忘
れ
と
認
知
症
の
違
い

認
知
症
の
予
防

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
な
ど
で
す
。

　

２
時
間
の
講
座
を
終
え
新
た

に
誕
生
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
に

は
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
」
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

Ａ  

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
な
に

か
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た

Ａ  

認
知
症
の
方
だ
け
で
は
な

く
、
高
齢
者
の
方
へ
の
対
応
を
、

今
ま
で
よ
り
も
考
え
て
行
動
し

た
い
と
思
っ
た

Ａ  

認
知
症
の
事
を
あ
ま
り
知

ら
な
か
っ
た
か
ら
い
い
機
会
に

な
っ
た

シンボルカラーのオレンジを基調としたサポー
ターカード

　

　

Kokuho

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ　

01

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

医
療
費
通
知
を
全
受
診
者

へ
送
付
し
ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
で

は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
医
療
費

総
額
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る

「
医
療
費
通
知
」
を
年
２
回
、
対
象
期

間
に
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
全
て

の
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ
送
付
し
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
一
定
期
間
の
医
療
費
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
健

康
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

医
療
費
適
正
化
、
ひ
い
て
は
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

発
送
日
・
対
象
診
療
月

○
令
和
４
年
１
月
上
旬
発
送

　

令
和
３
年
１
月
～
９
月
に
受
診
分

○
令
和
４
年
２
月
下
旬
発
送

　

令
和
３
年
10
月
～
12
月
に
受
診
分

　

診
療
日
数
等
に
間
違
い
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
通
知
の
活
用
例

医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
把
握
で

き
、
ご
自
身
の
健
康
状
況
の
把
握

や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
医
療
費
控
除
の
明

細
書
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
税
務
署
の
求
め
に
応
じ
て
、

領
収
書
を
提
示
ま
た
は
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

領
収
書
は
５
年
間
、
大
切
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
通
知
は
、
請
求
書
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
受
診
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
通
知
を
受
け
取
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
手
続
き
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者

の
行
為
に
よ
り
け
が
や
病

気
に
な
っ
た
と
き
は
？

　

自
動
車
や
自
転
車
等
に
よ
る
交
通

事
故
、
購
入
食
品
や
飲
食
店
等
で
の

食
中
毒
な
ど
、
第
三
者
（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
に

な
っ
た
と
き
、
本
来
、
治
療
費
は
加

害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
被
保
険
者
証
を
使
っ
て
治
療

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

治
療
費
の
う
ち
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
一
時
的
に
立
て

替
え
て
、
後
日
、
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

必
ず
医
療
機
関
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
第

三
者
行
為
に
よ
る
け
が
な
ど
で
、

保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受

け
る
旨
を
し
っ
か
り
と
伝
え
ま

し
ょ
う
。

警
察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
の
と
き
は
、
け
が

の
程
度
が
軽
く
て
も
必
ず
警
察

に
届
出
し
、
人
身
事
故
と
し
て

「
事
故
証
明
書
」
を
出
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

窓
口
に
も
必
ず
申
請
し
ま
し
ょ
う

　

法
令
に
よ
り
、
速
や
か
に
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
届

出
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
窓
口

へ
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
国
保

医
療
係
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ　

02

第
三
者
の
行
為
に
よ
り
け
が
や
病
気
に
な
っ
た

と
き
は
？

国保医療係

　
　

 

第
三
者
行
為
と
は

〇
交
通
事
故

〇
暴
力
行
為

〇
購
入
食
品
や
飲
食
店
等
で
の
食

中
毒　

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国保医療係
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しかりべつ湖

 『 

冬
　
天 
』

　
冬
至
を
迎
え
る
師
走
は
昼
間
の
時
間

が
と
て
も
短
く
な
り
、
陽
の
温
か
さ
を

ひ
と
き
わ
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
然
別
湖
は
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
る
為
、
こ
の
時
季
は
太
陽
が
山
の
向

こ
う
に
沈
ん
で
し
ま
う
時
間
が
と
て

も
早
い
の
で
す
。
午
後
２
時
半
も
過
ぎ

る
と
、
空
に
赤
み
が
差
し
始
め
、
空
色

か
ら
薄
紅
へ
の
淡
い
色
の
変
化
が
空

全
体
に
広
が
り
山
色
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
上
品
な
和
菓
子
の
よ
う
で
、
眺

め
る
と
心
が
和
み
ま
す
。
夏
に
は
く
ち

び
る
山
（
天
望
山
）
を
真
っ
赤
に
染
め

て
い
た
夕
焼
け
も
、
冬
に
は
山
肌
が
赤

く
染
ま
る
前
に
太
陽
は
沈
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
午
後
３
時
半
も
過
ぎ
れ
ば
湖

周
辺
に
は
夜
の
帳
が
下
り
始
め
、
足
速

に
野
鳥
た
ち
が
ね
ぐ
ら
に
戻
る
姿
を

見
か
け
ま
す
。
針
葉
樹
の
森
の
中
だ
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
か
、
日
が
沈
め
ば
辺

り
が
暗
く
な
る
の
が
と
て
も
早
い
で

す
。
こ
れ
は
急
が
な
け
れ
ば
鳥
た
ち
も

視
界
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ

ね
。

　
冬
の
夜
空
は
靄
な
ど
の
発
生
が
少

な
い
の
で
、
星
の
輝
き
も
影
響
を
受
け

ず
、
冴
え
わ
た
っ
て
見
れ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

「
宇
宙
船
の
窓
か
ら
見
た
宇
宙
は
こ
の

様
な
感
じ
な
の
だ
ろ
う
か
。」

と
、
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。
然
別
湖

で
見
る
星
の
数
の
多
さ
が
そ
う
さ
せ

る
程
な
の
で
す
。

　
星
が
良
く
見
え
る
晩
は
風
も
な
く

正
に
静
寂
。
こ
の
様
な
時
は
、
然
別

湖
の
湖
面
も
鏡
の
様
に
な

り
星
の
輝
き
を
映
し
て
く

れ
、
そ
し
て
気
温
は
み
る

み
る
と
下
が
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
時
、
音
も
な
く

湖
面
は
結
氷
し
て
い
き
ま

す
。
始
め
は
岸
沿
い
か
ら

凍
り
だ
し
静
か
に
そ
の
面

積
を
沖
へ
と
広
げ
て
い
き

ま
す
。
全
体
に
広
が
っ
た

氷
は
来
年
の
４
月
下
旬
ま

で
湖
面
を
覆
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
夜
空
に
は
ふ
た
ご
座
、

お
お
い
ぬ
座
、
オ
リ
オ
ン

座
。
冬
を
代
表
す
る
星
座

が
昇
っ
て
き
ま
す
。
お
お

い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
は
青
白
く
そ
し

て
力
強
い
瞬
き
で
す
。12
月
14
日
は「
ふ

た
ご
座
流
星
群
」
が
観
察
出
来
ま
す
。

寒
さ
は
厳
し
い
で
す
が
、
夜
空
を
眺
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新着リスト Twitter

YouTubeFacebook

今月のオススメ

　実は、学校の「第二保健室」
の地下には湯治場があります。
でも、そこで入浴できるのは傷
心の中学生だけなのです。必要な時だけあら
われる不思議な場所は、二つの規則を守ると
また行くことができます。
　寒い季節、温泉を楽しんだ後は、お家で読
書はいかがですか？心も体もほっこりするお
話です。

保健室経由、かねやま本館。

松素めぐり／著
あかちゃんごおしゃべりえほんEnglish

　 ／かしわら　あきお

３ぷんでねむくなるえほん　  　　　／のぶみ

【小学生向け】
ナゾトキ・ハンター　　　　 　　／タダタダ
きかせてあなたのきもち　子どもの権利って
しってる？　　　　　　　　　 ／長瀬　正子

【中高生向け】
スガリさんの感想文はいつだって斜め上1 〜 3

／平田　駒

月と日の后　　　　　　　　　 　／冲方　丁

アーバン・ベア　となりのヒグマと向き合う
／佐藤　喜和

今月の新着 264 冊の中からおススメを紹介！

乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

TEL•FAX 69•7170

楽しい冬のイベントは本と一緒に過ごそう！

12月14日〜「本の福袋」

テーマごとに10冊の本が入っている「本の福袋」

セットの貸出を行います。大人・子供・家族向けの

３種類を用意してお待ちしています！

おやすみ前の読み聞かせにぴったり！

一
般
向
け

 ヒグマの生態から人と野生動物との関係を考える

おまとめ QR

をご覧いただけるQRコードです。

図書館NEWS

知ってますか？

リサイクル

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

　　
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ((

ブ
ラ
ウ
ン
管
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
、

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ))

、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
はは
家
電
主
要
４

家
電
主
要
４

品
目
品
目
と
呼
ば
れ
、

と
呼
ば
れ
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
消
費
者
・
販
売
店
・
メ
ー
カ
ー
の
３

で
消
費
者
・
販
売
店
・
メ
ー
カ
ー
の
３

者
に
よ
る

者
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら

リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
っ
て
？

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
っ
て
？

有
用
な
部
分
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク

有
用
な
部
分
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
廃
棄
物
を
減
量
す
る
と
と
も
に
、

ル
し
、
廃
棄
物
を
減
量
す
る
と
と
も
に
、

資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の

資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の

法
律
で
す
。

法
律
で
す
。

正
し
い
処
分
を
し
な
い
と
ど
う
な

正
し
い
処
分
を
し
な
い
と
ど
う
な

る
の
？
　

る
の
？
　

家
電
製
品
等
の
不
法
投
棄
は
近
隣

家
電
製
品
等
の
不
法
投
棄
は
近
隣

へ
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

へ
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

染
み
だ
し
た
重
金
属
等
の
有
害
物
質
に

染
み
だ
し
た
重
金
属
等
の
有
害
物
質
に

よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
環
境
に
も
大
き
な

よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
環
境
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
不
法
投
棄
は
「
廃

影
響
を
与
え
ま
す
。
不
法
投
棄
は
「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

（
廃
棄
物
処
理
法
）
に
よ
っ
て
固
く
禁
じ

（
廃
棄
物
処
理
法
）
に
よ
っ
て
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
て
、

ら
れ
て
い
て
、
違
反
し
た
場
合
に
は
重

違
反
し
た
場
合
に
は
重

い
罰
則
が
か
か
り
ま
す
。

い
罰
則
が
か
か
り
ま
す
。

　

家
電
製
品
は
永
く
、
大
切
に
使
い
、

　

家
電
製
品
は
永
く
、
大
切
に
使
い
、

役
割
を
終
え
た
後
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

役
割
を
終
え
た
後
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
則
っ
て
家
電
製
品
の
小
売
業
者
な

法
に
則
っ
て
家
電
製
品
の
小
売
業
者
な

ど
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ど
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

町民課住民生活係
☎︎66•4031

Q　A&

ＱＡ

ＱＡ

経済産業省HP
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私
は
、
今
年
六
月
二
一
日
午
前
十
時
、
町
立
鹿
追
病
院
で
軽
い
気
持
ち

で
診
察
を
受
け
て
い
た
。

　「
せ
ん
せ
、
こ
の
辺
一
寸
変
な
ん
で
す
、
な
ん
で
っ
し
ゃ
ろ
」
と
お
腹

の
あ
た
り
に
手
を
や
っ
た
。

　「
ど
れ
〳
〵
」
と
先
生
の
手
が
。

　「
す
ぐ
Ｃ
Ｔ
撮
っ
て
来
な
さ
い
」
と
先
生
の
顔
が
厳
し
く
な
っ
た
。
私

は
言
わ
れ
る
が
ま
ま
Ｃ
Ｔ
室
へ
、
診
察
室
に
戻
る
と
、
息
子
夫
婦
が
来
て

い
た
。

　「
今
、
紹
介
状
書
い
た
か
ら
、
今
直
ぐ
帯
広
病
院
へ
」
と
大
き
な
封
筒

を
渡
さ
れ
た
。
私
は
何
だ
か
分
か
ら
ず
「
先
生
一
寸
家
に
寄
っ
て
も
良
ろ

し
か
？
」

　「
駄
目
で
す
、
こ
の
ま
ま
真
直
ぐ
帯
広
へ
」
と
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
厳
し

い
顔
を
さ
れ
た
。

　
町
立
病
院
か
ら
直
ぐ
出
発
、
車
中
で
も
皆
一
言
も
喋
ら
ず
、
国
立
病
院

へ
直
行
。
息
子
達
と
離
さ
れ
個
室
に
入
れ
ら
れ
、
一
週
間
何
も
し
な
い
様

に
と
言
わ
れ
る
。

　
日
課
は
、
輸
血
、
採
血
、
点
滴
、
Ｃ
Ｔ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
検
査
ば
か
り
、

ト
イ
レ
も
車
椅
子
で
看
護
師
が
付
き
っ
き
り
で
あ
っ
た
。

　
病
名
は
、
腹
部
大
動
脈
瘤
で
破
裂
寸
前
と
告
げ
ら
れ
、
開
腹
手
術
で
あ
っ

た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
気
が
付
い
た
、
生
き
て
い
た
の
だ
。

　
回
診
で
の
先
生
の
第
一
声
が
。

「
早
川
さ
ん
す
ご
い
。
貴
女
本
当
に
す
ご
い
よ
」

で
あ
っ
た
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
声
に
は
な
ら
ず
、
た
だ
目
礼

す
る
の
み
、
何
が
ど
う
「
す
ご
い
」
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
退
院
後
初
め
て
の
受
診
の
日
が
来
た
。
第
一
声
が
「
早
川
さ
ん
、
採
血

も
バ
ッ
チ
リ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
も
バ
ッ
チ
リ
、
も
う
大
丈
夫
で
す
よ
」
と

「
太
鼓
判
」
を
押
し
て
下
さ
っ
た
。

　
目
の
前
が
「
パ
ッ
」
と
明
る
く
な
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
次
回
の
診
察
は
約
一
年
後
で
あ
る
。

太
鼓
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

分
相
応
今
日
も
額
に
汗
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
日
々
の
食
い
扶
持
稼
ぎ
て
お
り
て
か
　
　
白
石
　
知
徳

エ
ゾ
リ
ス
の
冬
支
度
か
な
木
々
の
間
を

　
　
　
　
　
　
　
尾
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
す
り
抜
け
て
ゆ
く
　
髙
橋
真
奈
美

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
は
三
十
路
の
Ｏ
Ｌ
と

　
　
　
　
　
　
　
思
わ
れ
て
い
る
乗
っ
か
っ
て
み
る
　
　   

尾
上
ひ
と
み

濡
れ
落
ち
葉
雨
と
か
風
と
か
動
じ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
地
に
落
ち
着
い
て
冬
を
待
つ
の
か
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

キ
ヤ
ン
パ
ス
の
大
小
二
本
薄
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
秋
代

唐
辛
子
吊
り
百
姓
の
娘
で
育
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
妙
子

濯
ぎ
物
急
ぎ
取
り
込
む
秋
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
鈴
子

四
季
の
会

晩
秋
の
公
園
遊
具
人
待
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中
よ
う
子

忘
れ
花
さ
だ
め
と
笑
う
細
き
腕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
廣
行

晩
秋
や
色
濃
く
残
る
赤
き
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
　
美
佳

晩
秋
や
老
木
イ
チ
ョ
ー
輝
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

鹿
笛
吟
社

秋
深
し
月
と
コ
ラ
ボ
の
宇
宙
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

阿
蘇
山
の
噴
火
か
の
日
の
秋
景
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

短
日
は
カ
ゴ
に
財
布
と
ラ
イ
ト
入
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

白
寿
大
学
俳
句

前
向
き
に
切
り
替
へ
生
き
る
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
梨
花

夕
紅
葉
空
ど
こ
ま
で
も
茜
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
佳
子

八
十
路
い
ま
生
き
ゐ
し
二
人
茸
飯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
と
も
子

夏
木
句
会

町民文芸

今
月
の
表
紙

今
月
号
の
表
紙
は
、
10
月
30
日
に
行
わ

れ
た
「
瓜
幕
小
学
校
・
瓜
幕
保
育
所
合
同

学
習
発
表
会
」
で
の
一
枚
で
す
。

児
童
に
よ
る
元
気
な
歌
声
の
合
唱
か
ら

始
ま
っ
た
発
表
会
。
合
奏
に
劇
に
と
、
た

く
さ
ん
重
ね
た
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。
園
児
は
十
勝
野
ソ
ー
ラ
ン
と
劇
を

披
露
。
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
も
、
懸
命
に

ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

町民課　戸籍年金窓口係

戸 籍 の 　 　 　 口窓

ごめいふくを
　　お祈りします

鳥羽　　駿さん　　83歳

内海　　晃さん　　93歳

亡
死

10 月受付分

こんにちは
　　よろしく

渡辺　充
み つ き

輝くん　  健太さん・侑子さん

西野　陽
は る と

翔くん  　  翔さん・
　　　　　　　     花子バーバラさん

清水　    蘭
らん

ちゃん   将之さん・未央さん

生
出

結 いついつまでも
　　おしあわせに婚

渡邊　大地さん ＝ 森　陽香さん

人 の う ご き
 10月末現在（外国人を含む）

（対前月比）

世 帯	 2510戸	（−   7）
人 口	 5250人	（−   5）
　 男	 2581人	（−   2）
	 女	 2669人	（−   3）

善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託
な
ど

▽
町
へ

・  

熊
谷
三
千
代　
　
　
　
　
　

 

＝
30
万
円

　

10
月
6
日
に
熊
谷
三
千
代
さ
ん
か
ら

「
交
通
安
全
推
進
の
た
め
に
」
と
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

・  

谷
源
弥　
　
　
　
　
　
　
　

 

＝
5
千
円

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

・  

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部
（
植
田
憲
明
部
長
）

な
ら
び
に
同
部
創
立
70
周
年
記
念
実
行

委
員
会
（
藤
田
大
和
実
行
委
員
長
）

＝
顔
出
し
パ
ネ
ル
１
点

しかおいの情報はこちらから！

公式フェイスブック 公式インスタグラム

800 人以上がフォロー中！
まちの行政情報発信中！

900 フォロワー突破！
しかおいの魅力発信中！

鹿追の情報を
もっと身近に

鹿追町お知らせアプリ「ミ ジ カ」

iPhone
の方はこちら

Android
の方はこちら

防災・気象・交通・緊急情報
福祉・医療・生涯学習
スポーツ・観光・イベント
ごみ・暮らしの情報

子育て・防災しかおい配信内容

3333 広報しかおい2021.12 3232広報しかおい2021.12



　　
広
報
し
か
お
い
　
　
　
　

　
　
　
　
1212
月
号

令
和
３
年
11
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課
広
報
広
聴
係
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TOWN  OF  SHIKAOI 鹿 追 町 役 場

〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1
　☎ 0156（66）2311　℻ 0156（66）1020

【鹿追町ホームページ】　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
【市外局番は「0156」です】

ハロウィンの仮装してお菓子をもらったよ
10月29日　子育て支援センター　ハロウィンごっこ

がんばって練習した鼓笛を披露です
10月29日　認定こども園しかおい　鼓隊発表会

ステージいっぱいに跳ね回りました
11月7日　鹿追小学校学習発表会

役になりきり元気に踊ります！
11月6日　上幌内小学校・上幌内保育所学習発表会

マモルンジャーと火遊びはしないお約束
10月18日　幼児を対象とした防火啓蒙活動


